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八幡平いにしえの宝
（市内の貴重な文化財や自然などを紹介します）
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寺 田 城 　寺
て ら だ

田城
じょう

は寺田館
たて

とも呼ばれ、涼
すずしがわ

川西岸の標高
314㍍、比高差35㍍の段丘崖に位置します。その規
模は、東西に140㍍、南北に200㍍で、主郭は150㍍
×50㍍です。２重の空堀が３方に回っており、東
側の涼川が天然の水堀です。近年、北西側に曲

く る わ

輪
らしきものが確認されたことから、城館の範囲が
広がる可能性があります。北東側には、慶長3年

（1598）に北氏が開
か い き

基した古
こ さ つ

刹、聖
しょうふくじ

福寺があり、平
安時代末の作とされる地

じ ぞ う

蔵菩
ぼ さ つ

薩立
りゅうぞう

像があります。
　城主は、近世盛岡藩の創始者である南

なんぶ
部信

のぶなお
直

を支えた北
きた

信
のぶちか

愛の長男、北
きた

愛
ちかかず

一です。信愛から
独立した形で寺田村を賜り、その後、直

なおちか
愛が継

ぎましたが、承
じょうおう

応年間の愛
ちかとき

時のときに家督を幼
い岩

いわまつ
松に継がせましたが、亡くなり、寺田の北

氏は惜しくも断絶してしまいました。寺伝によ
ると家臣の佐々木六助昌政が、住職に永代供養
を頼み、初七日の翌日に殉死したと伝えられて
います。主郭への入り口付近には、主従と開山
した和尚の墓碑が現存しています。

－ 北氏の城館 －

≪参考文献≫
・岩手県中世城館跡分布調査報告書

（1986）岩手県教育委員会
・岩手県史第3巻（1961）岩手県
・岩手郡誌（昭和16年発行、昭和62
年復刻版発行）岩手縣教育會岩手郡
部會
・曹洞宗江峰山聖福寺紹介冊子

仕込みそ加工承り中‼
味噌技能士が自信をもって加工します

原料持ち込みは「麹屋もとみや味噌工房」まで！
大更・松尾地区は下記預かり所にて承ります
地　　　　　区
松　尾　地　区
大　更　地　区

預　　り　　所
小田島商店(酒)
㈲山口商店

電 話 番 号
７４－３０２５
７５－１３６５ 麹屋もとみや 本　　店　八幡平市清水133－3

　　　　　℡　７２－２１４５
味噌工房　八幡平市寺志田165－28
　　　　　℡　６３－１７００

春の味噌教室開催
　　　　　　　　　　　午前10時30分開始
開催日：２月24日㈰、３月10日㈰・24日㈰
場　所：味噌工房「惇」　 会  費：2500円／人

涼川方向から望む寺田城跡

２重堀の跡左から家臣、岩松、住職の墓


